
 

 

 

 

  

【開催日】 

2016 年 9 月 8 日 （木曜日） 

15:00 - 17:50 (14:30 受付開始) 

セミナー終了後、懇親会も予定しています。 

【会場】 

EJIP センター2 階 会議室 (EJIP Center 

Lt.2, Plot 3A, Cikarang Selatan, Bekasi, 

Indonesia) 

定員 30 名、参加費無料、日本語 

申し込み方法 下記のメールアドレスまで  

1)名前  2)所属 3)人数 4)電話&メールアドレ

スをご連絡ください。 

Mail： info@ics.co.id / 021-2358-5739 

担当：PT.Indonusa Computer System 岸上 

【主催・共催】 

PT. INDONUSA COMPUTER SYSTEM 

インドネシアで 25 周年、業務システム導入のプロ

フェッショナル集団 

所在地： インドネシア・ジャカルタ 

設立： 1991 年 5 月 15 日 

業務内容： パッケージソフトの販売・導入支援、ソ

フトウェア開発、ハードウェア販売 

URL： www.ics.co.id/ 

ASPROVA 株式会社 

海外ライセンス販売本数 500 本突破 

所在地： 日本・東京 

設立： 1994 年 2 月 1 日 

業務内容： スケジューラー市場シェア 52.4%。 No.1 

生産スケジューラーAsprova APS、並びに、サプラ

イチェーンプランニングシステム Asprova SCM の

販売＆コンサルティング 

URL： www.asprova.com 

PT. Toyo Business Engineering Indonesia 

東洋ビジネスエンジニアリンググループ全体で 500

本以上の海外ライセンス販売実績 

所在地： インドネシア、ジャカルタ 

設立： 2015 年 03 月 01 日 

業務内容： MCFrame 生産・原価管理、の販売、

ERP パッケージ・会計システム「A.S.I.A.（エイジ

ア）」の販売、並びに導入サービ 

URL： http://www.to-be.co.jp/ 

 

ICS 生産管理セミナー2016 

              インドネシアで使える １．現場の間違いを防ぐシステム 

                            ２．工場の無駄を減らせるシステム 

                            ３．トラブルを予測するシステム 

１．数え間違え 

２．書き間違え 

３．打ち間違え 

TIDAK APA APA 

ICS: インドネシアで２５周年 

B-EN-G: 海外ユーザー５００社以上 

Asprova: 海外販売ライセンス５００本突破 

海外ビジネス経験豊富な３社のセミナー 

市場が伸び悩み、競争が激しくなっているインドネシアでは、現状維持ではローカル企業工場にコ

スト競争力で劣り、生き残りが難しくなっています。また Excel で数値管理を続けていれば良かった

時代から、IT システムを導入してコスト管理、競争力の向上が必須の時代へと変わりつつありま

す。 

海外で業務システムを導入するときは、自社開発システムか、海外で実績のあるパッケージシステ

ムを選択することになりますが、海外工場では個人の能力にバラツキがあるので、システムを導入

しても現場管理レベルが低く、システムを使いこなすのは困難です。 

 

本「ICS 生産管理セミナー2016」では、海外製造業向けシステムに精通した ICS、ASPROVA、B-

EN-G が過去の成功、失敗事例を元にインドネシアでの生産管理、生産計画システムの利用実態、

現場運用を改善するための取り組みをご紹介いたします。 

さらに、話題の IoT 製品のご紹介もいたします。IoT 製品を導入することで人為ミスは確実に減らす

ことができるため、現場管理レベル向上が期待でき、海外工場に最適な製品です。 

第一部 講師 ASPROVA株式会社 藤井氏 

Excelでは難しい生産シミュレーションも、スケジューラーなら瞬時に作成でき、将来のトラブルを事前に予想し、防

ぐことができます。中国・東南アジアを中心に海外数百工場の生産スケジューラー導入に関わった経験から、工場の

危険を回避し、競争力を上げるスケジューラーの利用方法の説明をいたします。更に近年の日本や中国工場の動向説

明として、日本、中国工場では IoT製品の導入検討が急速に進んでおりコスト競争力が上がっています。人件費の低

いインドネシア工場でも今のうちから IoT製品検討をする必要があります。 

第二部  講師 PT. Indonusa Computer System 山本氏 

長年のインドネシア生産管理、生産スケジューラー導入最前線での経験から、インドネシアに合ったシステム導入の

ポイントを紹介します。海外工場ではシステム導入後の運用定着まで時間がかかるため、簡単で単純な運用になるよ

うに工夫することが重要です。現場運用を助ける IoT製品も含めた生産管理システムを構築することで現場に負担の

少ないシステム運用が理想です。 

第三部  講師 PT. Toyo Business Engineering Indonesia 吉田氏 

作れば売れた時代とは違い、競争が激しくなったインドネシアでは原価を細かく把握し、日々業務を改善していかな

ければローカル企業との競争にも負けてしまいます。前職のメーカー勤務時代にはマレーシア工場の工場長としてシ

ステム運用に関わった経験もあり、またグループ総計５００社を超える豊富な海外システム販売経験から生産・原価

管理システムの活用方法、必要性を説明します。毎年１００社以上の既存ユーザーと交流会を開催しておりますの

で、製造業の気持ちがわかるシステムベンダーとして生産・原価管理システムの利用事例、また現場管理精度が確実

に向上する IoT製品を使った改善方法も紹介します。 

 

（セミナー内容は当日変更される場合があります） 

http://www.ics.co.id/
http://www.asprova.com/
http://www.to-be.co.jp/

